
 

ＬＰガス高騰対策緊急支援事業補助金交付要綱 

 

（趣旨） 

第１条 知事は、新型コロナウイルス感染症の長期化及び原材料価格の高騰に加え、エ

ネルギー価格が高騰する状況の下、ＬＰガス価格高騰の影響が大きい県内中小企業等

に対し、予算の範囲内において補助金を交付するものとし、その交付については、新

潟県補助金等交付規則（昭和 32 年新潟県規則第７号。以下「規則」という。）に定め

るもののほか、この要綱の定めるところによる。 

 

（交付基準） 

第２条 この補助金は、予算の範囲内において、別記に定める基準により交付するもの

とする。ただし、別記に定める補助対象者（以下「補助事業者」という。）が、次の各

号のいずれかに該当する場合を除く。 

(1) 暴力団（新潟県暴力団排除条例（平成 23 年新潟県条例第 23 号。以下「条例」と

いう。）第２条第１号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）  

(2) 暴力団員（条例第２条第２号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。） 

(3) 役員等（法人の役員、その支店又は営業所の代表者その他これらと同等の責任を

有する者をいう。）が暴力団員である者 

(4) 暴力団員又は暴力団員が経営に実質的に関与している者 

(5) 自己、その属する法人、法人以外の団体若しくは第三者の不正の利益を図る目的

又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用している者 

(6) 暴力団又は暴力団員に対して資金等を供給し、又は便宜を供給する等暴力団の維

持又は運営に協力し、又は関与している者 

(7) その他暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有する者 

２ この補助金の交付額は、別記に定める補助額の範囲内で、知事が定める額とする。 

 

（交付申請及び実績報告） 

第３条 補助金の交付の申請をしようとする者は、別記第１号様式による補助金交付申

請書兼実績報告書を知事が指定する日までに、知事に提出しなければならない。 

２ 補助金交付申請書兼実績報告書の添付書類は、次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 対象者要件の確認及び補助額算定書 別記第２号様式 

(2) 誓約書 別記第３号様式 

 

（交付決定及び額の確定） 

第４条 知事は、前条の規定による補助金交付申請書の提出があった場合には、当該申

請に係る書類の審査及び必要に応じて行う現地調査等により、補助金を交付すべきも

のと認めたときは、交付決定及び額の確定を行い、当該補助事業者に通知するものと

する。また、不交付を決定したときは、補助金不交付決定を通知するものとする。 

２ 知事は、前項の通知に際して、必要な条件を付すことができる。 

 

（申請の取下げ） 

第５条 規則第７条の規定による期日は、補助金の交付決定の通知を受けた日から起算

して 15 日を経過した日とする。 

 

（補助金の支払） 

第６条 知事は、第４条の規定により交付すべき補助金の額を確定した後、遅滞なく補



 

助事業者に補助金を支払うものとする。 

 

（債権譲渡の禁止） 

第７条 補助事業者は、第３条第１項の規定に基づく交付決定によって生じる権利の全

部又は一部を、知事の承諾を得ずに第三者に譲渡し、又は承継させてはならない。 

 

（その他必要な事項） 

第８条 この交付要綱に定めるもののほか、この交付要綱の施行に関し必要な事項は、

知事が別に定める。 

 

附 則 

この要綱は、令和５年４月１日から施行する。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年７月 14 日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後のＬＰガス高騰対策緊急支援事業補助金交付要綱の規定は、この要綱の施

行の日以後の補助金の交付の申請に係るものから適用し、同日前の当該申請に係る

ものについては、なお従前の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和５年 10 月２日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後のＬＰガス高騰対策緊急支援事業補助金交付要綱の規定は、この要綱の施

行の日以後の補助金の交付の申請に係るものから適用し、同日前の当該申請に係る

ものについては、なお従前の例による。 

３ この要綱の施行の日より前に交付申請を行った補助事業者は、別記に定める支援

額又は補助上限額から従前の要綱において交付決定を受けた額を控除した額を上

限として第５条に定める申請を行うことができるものとする。ただし、その場合に

おいて、既に提出した書類により必要事項が確認できる書類については、添付を省

略することができるものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和６年１月 26 日から施行する。 

（経過措置） 

２ 改正後のＬＰガス高騰対策緊急支援事業補助金交付要綱の規定は、この要綱の施

行の日以後の補助金の交付の申請に係るものから適用し、同日前の当該申請に係る

ものについては、なお従前の例による。 

３ この要綱の施行の日より前に交付申請を行った補助事業者は、別記に定める支援

額又は補助上限額から従前の要綱において交付決定を受けた額を控除した額を上

限として第３条に定める申請を行うことができるものとする。ただし、その場合に

おいて、既に提出した書類により必要事項が確認できる書類については、添付を省

略することができるものとする。 



 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和６年６月 13 日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の日より前に交付申請を行った補助事業者は、別記に定める支援

額又は補助上限額から従前の要綱において交付決定を受けた額を控除した額を上

限として第３条に定める申請を行うことができるものとする。ただし、その場合に

おいて、既に提出した書類により必要事項が確認できる書類については、添付を省

略することができるものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の日より前に交付申請を行った補助事業者は、別記に定める支援

額又は補助上限額から従前の要綱において交付決定を受けた額を控除した額を上

限として第３条に定める申請を行うことができるものとする。ただし、その場合に

おいて、既に提出した書類により必要事項が確認できる書類については、添付を省

略することができるものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和７年 10 月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の日より前に交付申請を行った補助事業者は、別記に定める支援

額又は補助上限額から従前の要綱において交付決定を受けた額を控除した額を上

限として第３条に定める申請を行うことができるものとする。ただし、その場合に

おいて、既に提出した書類により必要事項が確認できる書類については、添付を省

略することができるものとする。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この要綱は、令和８年４月１日から施行する。 

（経過措置の廃止） 

２ 令和７年改正附則第２項の規定は、令和８年３月 31 日限り、その効力を失う。 

 

  



 

別記 交付基準 
 

補助対象事

業者 

ＬＰガスを利用する県内中小企業等であり、次に掲げる要件を全て満た

す者であること。 

(1) 新潟県内に主たる事業所等を有する中小企業（中小企業基本法（昭

和 38 年法律第 154 号）第２条に定めるもの又はこれらを構成員とす

る団体若しくはこれらに準じるもの（ただし、法人格のない任意団体

を除く。）であること。 

(2) 「みなし大企業」に該当しないこと。 

(3) 公序良俗に反する事業及び公的な資金の使途として社会通念上、不

適切であると判断される事業（風俗営業等の規制及び業務の適正化等

に関する法律（昭和 23 年法律第 121 号）第２条第５項及び同条第 13

項第２号により定める事業等）に該当しないこと。 

(4) 本補助金受領後も事業を継続する意思がある者（別途県が定める様

式等の提出により確認） 

ただし、上記に該当する場合でも、以下に列挙する事由のいずれか

一つでも該当する場合は除く。 

・ 「みなし大企業」 

・ 国、県、市町村その他これらに準ずるもの 

・ 新潟県が出資している法人 

・ 反社会的勢力に属するまたは関連する者（要綱第２条第１項各号

に該当する場合） 

補助額 令和８年１月から令和８年３月までに利用したＬＰガス使用量（当該期

間の値を明確に示せない(検針日が月初や月末でない)場合は、当該期間

を最も多く含む使用量）に以下の単価を乗じた金額、ただし合計金額に

１円未満の端数が生じる場合は切り捨てとする。また、補助金の額に上

限は設けないが、予算額を超える申請があった場合は単価を調整し補助

金の額を減額調整する可能性がある。 

・ 令和８年１月及び２月の使用分：10.2円／㎥（4.7円／㎏）(上限) 

・ 令和８年３月の使用分：3.4円／㎥（1.6円／㎏）(上限) 

 



No.
ファイ
ル形式

添付済
み

1

2

3

4
既存資料
を添付

5
Excel
作成必要

6
既存資料
を添付

申請書類チェック表

各「No.」ごとにクリップ留めをしてご提出いただくようお願いします。

書類の名称

申請書類チェック表(本チェック表)

振込先の通帳等の写し(振込先が分かる資料)
※当座：当座勘定照合表、普通：通帳おもて面及び通帳を開いた１・２ページ目等

事業者要件の確認及び補助額算定書(別記第２号様式)

令和８年１月から令和８年３月までのLPガスの使用量が分かる資料（請
求書等のコピー）

誓約書（別記第３号様式）

Excel
作成必要

補助金交付申請書兼実績報告書（別記第１号様式）

提出する際は、書類を確認して「添付済み」の欄に"○"を記入



別記第１号様式（第３条関係）

年 月 日

 （申請者）　

１　補助金申請額　　金 円

２　関係書類

（１）申請者概要及び補助額算定書（別記第２号様式）及び関係資料

（２）誓約書（別記第３号様式）

４　振込先

当座 普通ﾌﾘｶﾞﾅ(半角)

口座名義人

口座番号

口座種別
（該当するものに☑）

金融機関名

支店名

令和

名　称

代表者職名・氏名

郵便番号

新潟県知事　様

住　所

記

ＬＰガス高騰対策緊急支援事業補助金交付申請書兼実績報告書

ＬＰガス高騰対策緊急支援事業補助金の交付を受けたいので、ＬＰガス高騰対策

所属名称

0

緊急支援事業補助金要綱第３条の規定により、下記のとおり申請します。

（３）振込先の通帳等の写し（下記「４　振込先」の情報が全て確認できるもの）

　 当座：当座勘定照合表、普通：通帳おもて面及び通帳を開いた１・２ページ目等

メールアドレス

３　連絡先

担当者職・氏名

ＦＡＸ番号電話番号



別記第２号様式（第３条関係）

１　申請者概要

建設業 運輸業

飲食サービス業 生活関連サービス業

その他サービス業 農業、林業、漁業

円

※「LPガス契約者」欄は、LPガス契約者と補助申請者が異なる場合のみ記載すること

申請者概要及び補助額算定書

資本金・出資金

従業員数（会員・構成員数） 人（社）

企業名(団体名・屋号)

業種
(産業分類・大分類)

製造業 卸売業 小売業

宿泊業

医療・福祉

情報通信業 その他（　　　　　　　　　　　　）

代表者名（職・氏名）

２　補助対象となる施設等の所在地（複数ある場合は行を追加してください）

名称

所在地

ＬＰガス契約者



３　補助金額の算定

月 月

月 月

月 月

月 月

月 月

月 月

月 月

月 月

月 月

月 月

月 月

補助金額の算定方法

※ 添付資料

　１、２月分使用量×4.7円/kg（10.2円/㎥）＋３月分使用量×1.6円/kg（3.4円/㎥）

LPガス購入に係る請求書、LPガスのメーター記録等、LPガスの使用量（購入
量）が分かり、〇年〇月と明確な記載があるもの

LPガスの使用量及び補助金額

　ＬＰガスの使用量（購入量）が分かる根拠資料

算定結果

下表のいずれかの単位欄を用いて入力してください。

対象月

令和８年１ 令和８年１

令和８年３

令和８年２令和８年２

令和８年３

合計合計

補助金額
使用量
（kg）

対象月
使用量
（㎥）

補助金額



別記第３号様式（第３条関係）

年 月 日

誓　約　書

私 は 、 Ｌ Ｐ ガ ス 高 騰 対 策 緊 急 支 援 事 業 補 助 金 交 付 要 綱 第 ３ 条 の 規 定 に 基 づ き 、

（申請者）

　住　所

　名　称

　代表者名

　郵便番号

令和

新潟県知事　　　　　　　　　　様

交 付 申 請 を す る に 当 た り 、 次 の 事 項 を 誓 約 し ま す 。

法 人 以 外 の 団 体 で あ る 場 合 は 代 表 者 、 理 事 そ の 他 こ れ ら と 同 等 の 責 任 を 有 す る 者

を い う 。 ） は 、 次 の い ず れ に も 該 当 し な い こ と 。

(1) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77

４ 自 社 （ 個 人 で あ る 場 合 に は そ の 者 ） 又 は 自 社 の 役 員 等 （ 法 人 で あ る 場 合 は 役 員

又 は 支 店 若 し く は 営 業 所 の 代 表 者 そ の 他 こ れ ら と 同 等 の 責 任 を 有 す る 者 を い い 、

１　ＬＰガス高騰対策緊急支援事業補助金交付要綱に定める補助要件をすべて満たしています。

２　申請日時点で事業を行っており、本補助金受領後も引き続き事業を継続する意思があります。

３　申請書等に記載されている情報を、本補助金の事務の範囲内で、新潟県が事務局業務を委託す
　る事業者に提供することを同意します。

　た場合は、遅滞なく補助金を返還します。

支援事業補助金の交付決定を取り消すことを承諾します。既に補助金を受領し てい

(2) 暴力団員（法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）

号。以下「法」という。）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）

(7) (3) から (6) に掲げる者の ほか 、暴 力団 又は 暴力 団員 と社 会的 に非 難さ れる べき

(3) 暴力団又は暴力団員がその経営又は運営に実質的に関与している者

は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用している者

又 は 積 極 的 に 暴 力 団 の 維 持 運 営 に 協 力 し 、 又 は 関 与 し て い る 者

(6) 暴 力 団 又 は 暴 力 団 員 で あ る こ と を 知 り な が ら こ れ を 不 当 に 利 用 し て い る 者

と と な っ た 場 合 は 、 新 潟 県 に 速 や か に 届 け 出 る と と も に 、 Ｌ Ｐ ガ ス 高 騰 対 策 緊 急

５ 誓 約 事 項 に 虚 偽 の 内 容 が あ っ た 場 合 又 は 上 記 ４ の （ 1 ） か ら （ 7 ） に 該 当 す る こ

(4) 自己、その属する法人その他の団体若しくは第三者の不正の利益を図る目的又

(5) 暴力団又は暴力団員に対して資金等を提供し、又は便宜を供与するなど直接的

　関係を有する者
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